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ニュースレター No.llO January 2018 (北海道大学高等教育推進機構）

科学技術コミュニケーションォープンエデュケーションセンター CoSTEP部門

札幌クリエイティブコンベンション "NoMaps"に，子ども向け
サイエンスワークショップ「没入！バーチャル支笏湖ワールド」を出展

2017年10月15日 (8).CoSTEP第13期メデイア

デザイン実習（指導教員：村井貴特任助教／早岡

英介特任准教授）の受講生7名（櫻井弘道さん・

岡碧幸さん• 前田裕斗さん・長谷川俊さん・植村

茉莉恵さん・何玉埜さん・上川伶さん）が企画し

た．子ども向けサイエンスワークショップ「没入！

バーチャル支笏湖ワールド」（以下．支笏湖ワールド）

を札幌市青少年科学館にて開催しました。
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写真 1 VRコンテンツで支笏湖の世界に没入する様子

写真2 支笏湖ワールドの会場

本ワークショップは札幌クリエイティブコンベン

ション "NoMaps" の「没入祭 VRFESTIVAL 

SAPPORO 2017」の取り組みのひとつです。NoMaps

はアメリカ合衆国テキサス州オースティンで毎年3

月に開催されるサウス・バイ・サウスウエストをモ

デルにした大規模なイベントで， 2017年度のテーマ

に「まちに，未来を，インストール」を掲げ．映画・

音楽・インタラクティブの三分野とその複合領域に

おいて様々なイベントを実施し，北海道全体の産業

や学術，文化を活気づけるコンベンションです。運

営はNoMaps実行委員会によって行われており，委

員長に初音ミクの開発で有名なクリプトン・フュー

チャー・メデイア株式会社代表取締役の伊藤博之

氏名誉委員長に秋元克広札幌市長，顧問に高橋は

るみ北海道知事，名和豊春北海道大学総長，委貝に

山本強先生（北海道大学大学院情報科学研究科

特任教授）が就任されています。

NoMapsの没入祭は三分野の内のインタラクティ

ブに該当し，バーチャル・リアリティ（以下，

VR) による体感型のデジタルコンテンツに文字通

り“没入”する祭典で，支笏湖ワールドの他．「初

音ミクVR音楽ゲーム」や「VRドームムービーセレ

クション＆木箱プラネタリウムライブ」などが企画

されました。

本稿ではCoSTEP第13期メデイアデザイン実習に

よる支笏湖ワールドの制作プロセスとワークショッ

プ開催当日の活動報告等について報告します。

【NoMaps出展の経緯】

最先端のデジタル表現を駆使しながら，地域に根

ざした取り組みを続けるクリプトン・フュー

チャー・メデイア株式会社（以下，クリプトン）の

スタッフにお話をうかがい，新しい科学技術コミュ

ニケーションを考える機会にしようと， 2017年2月

15日（水）に， CoSTEP第12期Webデザイン実習（指

導教員：村井貴特任助教／池田貴子博士研究員）

による課外特別演習「クリプトン・フューチャー・

メデイアに行こう！」を実施しました。それをきっ

かけに何度かやりとりを重ねる中で， NoMaps実行

委貝会の伊藤博之委貝長より2017年10月に開催予定

の没入祭への出展を打診され，慎重に検討を重ねた
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結果， CoSTEP第13期メデイアデザイン実習の成果

発表の場として出展することになりました。

写真3 課外特別演習「クリプトン・フューチャー・メ

ディアに行こう！」にて， NoMaps実行委員長

の伊藤博之氏と。向かって右側が筆者

【企画づくリ】

CoSTEPでは実践ベースの科学技術コミュニケー

ション教育を大切にしています。特に本科の実習は

社会に受け入れられるレベルにまで高めた成果物を

出すことを目標に日々活動しています。毎週土曜日

の午前中に行われる実習の時間は，教員が一方的に

教える形式ではなく，受講生が主体となってデイス

カッションし，試行錯誤しながら進みます。成果物

自体も大事ですが，完成にいたるまでの制作プロセ

スがなにより重要です。時に失敗することもありま

すが，そこからなにを学び，次にどうつなげていけ

ば，よりよい結果につながるのかを受講生に考えて

もらうようにしています。

メデイアデザイン実習の受講生7名は企画づくり

のための議論を重ね，札幌から比較的近い支笏湖の

水中環境をVRコンテンツとして撮影し，子ども向

けのサイエンスワークショップで披露し，地域の子

どもたちに支笏湖の中を疑似体験してもらうことを

決定しました。また，本ワークショップのVRコン

テンツはVRスコープ「ハコスコ」の推奨年齢 (7

歳以上）にならっているため， ターゲットとなる子

どもの対象年齢の下限を小学校2年生とすることも

合わせて決めました。

【支笏湖にダイビング！】

晴天に恵まれた 8月28日（月），メデイアデザイ

ン実習一行は支笏湖に赴き，ダイビングインストラ
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クターの関勝幸氏やCoSTEP研修科生の廣島潤子

氏の協力を得ながら， VR映像の撮影を敢行しまし

た。受講生はダイビング未経験者がほとんどだった

ため，関氏や数々の水中映像を撮影してきた早岡先

生の指導を受けながら，徐々に潜水技術を身に付け，

撮影を進めていきました。機材は， 30mまで潜って

VR映像を撮影できるKeyMission360 (NIKON製）

やフルHDで撮影できるGoProなどを使用しました。

日本一の透明度を誇る支笏湖にはアメマスやヌマ

チチブ，スジエビやウチダザリガニが生息しており，

受講生はそれらの生き物を撮影しました。加えて，

湖底で腐らずに残っている流木や柱状節理と呼ばれ

る切り立った崖など支笏湖ならではの映像も収めま

した。

写真4 湖底の湧き水を撮影する受講生

【VR映像の編集】
支笏湖で撮影した映像をつなぎ合わせて，ひとつ

のストーリーを作っていくために，受講生はどの映

像になにが映っているのかをひとつひとつ確認し

て， リストアップを進めていきました。撮影した映

像が膨大な最であったことと， VR映像は360度の全

天球型で記録されているため隈なく確認することが

困難であったことから，リスト化には多くの時間を

割きました。その結果得られた良質な映像を基に編

集作業を進めました。

編集はAdobePremiere Pro CCにて行いまし

た。 Premiereには撮って出しの平面で確認できる

モードと全天球型で確認できるVRモードがあるた

め，二つのモードを切り替えながら編集作業を進め

ました。どうやったら見やすくなるかどことどこ

をつなげたら子どもたちの学習効果が高まるか，テ

ロップはどこに挿入したら読みやすくなるか，受講

生らは映像を専門とする早岡先生の指導を受けなが
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ら，細かい配慮を加えつつ， VRコンテンツを完成

させました。

写真5 VR映像の編集作業を行う受講生

【ポスターの制作】

支笏湖ワールドのポスターは岡碧幸さんが担当

しました。 VRは最先端の表現手法のため，ハイテ

ク感がどうしても強く出てしまいがちですが，岡さ

んは色鉛筆を使って，ぬくもりのある世界観をあえ

て描き出し，子どもたちにとって親しみやすいポス

ターを完成させました。

メデイアデザイン実習ではワンソース・マルチ

ユース（ひとつの素材を多くのシーンで活用するこ

と）の考え方に基づき，ポスターのメインビジュア

ルをCoSTEP公式サイトやFacebookページ

「CoSTEP_PR」，当日のスライドデザインなどに

も使用しました。その結果，企画全体にビジュアル

的統一感をもたらすことに成功しました。

写真6 色鉛筆で彩色していく．岡碧幸さん
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写真7 支笏湖ワールドのポスター

【ワークショップのリハーサル】

本番を 3日後に控えた10月128 (木），メデイア

デザイン実習はリハーサルを行いました。それに先

立ち，当日の進行をまとめたマニュアルを制作し，

写真8 リハーサルの様子

写真9
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ワークショップ実施に興味のある他受講生を募りま

した。リハーサルでは本番さながらに， VRゴーグ

ルを複数台用意し，装着の手順を確認したり，転ば

ないようフォローしたり，スクリーンを使って解説

したりとひとつひとつの流れを細かくチェックした

後全メンバーでダメ出しをし合い，マニュアルや

進行の改善点を洗い出しました。ここから本番まで

の残された時間を使って，改善点をひとつずつ潰し

ていきました。

【本番当日】

10月15日（日），会場の札幌市青少年科学館に集

まった受講生らは午前中に会場設営と最終リハーサ

ルを行い， 13時から本番をスタートさせました。支

笏湖ワールドの開催時間は13時から15時までの 2時

間。 30分の入れ替え制で，合計4回の入れ替えを行

います。 1回の受け入れ人数は12名，全体では48名

まで受け入れます。

初回はなんと満員御礼！進行役の前田裕斗さんと

岡碧幸さんは元気いっぱいに支笏湖について解説

していきます。前田さんはこの日のために，探検隊

コスチュームを用意し，支笏湖探検隊長を名乗って，

子どもたちを魅惑の支笏湖ワールドに誘っていきま

す。子どもたちはもちろんのこと，観覧席で見守る

家族の方々も，身振り手振りをまじえた前田さんの

丁寧な解説に聞き入っているのが印象的でした。

支笏湖の情報をひとしきり伝えた後は‘‘没入タイ

ム”です。子どもたちはVRゴーグルを装着し，支

笏湖の水中環境に没入していきます。 VRゴーグル

をつけて頭を動かすことで，まるで水の中で視点を

動かしているような視覚体験ができます。上を見た

写真10 支笏湖の成り立ちを解説する，支笏湖探検隊長

の前田裕斗さん

写真11 支笏湖探検隊長の話を熱心に聞く．子どもたち
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写真12 VRゴーグルを装着させる受講生

写真13 「なにが見えていますか？」と語リかける受講生

ら水面が，下を見たら湖底が見えるといった具合で

す。見る方向によって見えるものが変わる，それが

VRコンテンツです。支笏湖のアメマスやウチダザ

リガニ，流木や柱状節理が子どもたちの眼の前にど

んどん迫ってきて，まるでダイビングをしているか

のような疑似体験ができるのです。

没入タイムが終わると，次は知識の定着を圏るた

めの“シールタイム”に移ります。岡さんによって
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制作された「支笏湖断面図シート」にVRコンテン

ツで見たものをシールで貼っていきます。シールを

全て正しく貼り終えることができたら，魚のペー

パークラフトを持ち帰ることができます。本ワーク

ショップに参加した子どもは全部で43名。全員が全

間正解で，ペーパークラフトを持ち帰ることができ

ました。

写真14 支笏湖断面図シートにシールを貼っていく様子

写真15 親子で相談しながら貼る姿も見られました

【アンケート結果】

親子連れで来場されることを想定し，本ワーク

ショップのアンケートは親が子どもに尋ねながら回

答する形式にしました。質問「おもしろかったイベ

ントのコンテンツはなんですか？」（回答数： 37件

／複数回答可）に対しては選択肢「VRコンテンツ

の体験」 (34件）が圧倒的で，シール貼り (11件）

や他のコンテンツをしのぐ結呆となりました。質問

「イベントに参加した感想について教えてくださ
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い。」（回答数： 35件／複数回答可）に対しては選択

肢「VRの科学イベントにまた参加したい。」 (23件）

と選択肢「もっとVRを体験してみたくなった。」 (16

件）とVRに関する評価を高く得ることができまし

た。また，質問「イベント参加前に比べて，支笏湖

に関する理解は深まりましたか？」（回答数： 35件）

に対しては約97%が「深まった」と考えていること

が分かりました。以上の結果を踏まえると， VRを

取り入れて支笏湖について学ぶことのできる，本

ワークショップは概ね成功したと考えられます。

【まとめ】

なかなか行けない場所，見られないものをVRコ

ンテンツ化して，一般の方々に伝えていくのは新し

い科学技術コミュニケーションの形です。今回，

CoSTEPメデイアデザイン実習では支笏湖の水中環

境を子どもたちに伝えるべ<, VRを駆使したサイ

エンスワークショップを企画しました。子どもたち

写真16 メンバー全員で記念撮影

写真17 VRスタイルで記念撮影をもう一枚。まさに

支笏湖ワールド！
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からは高い評価を得ることができ． この結果は

CoSTEPのこれからの教育研究活動につなげられる

ものと考えます。

なお. 10月21日付けの北海道新聞にて．本ワーク

ショップが「仮想現実新たな可能性」の見出しで
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記事になったことも合わせて報告します。

（オープンエデュケーションセンター

科学技術コミュニケーション教育研究部門

(CoSTEP)特任助教村井貴）


